プロジェクト「旅行先チャート（JavaScript版）」でプログラミング実習をしよう①

プログラムとは
プログラムとは、プログラミング言語の文法に従って書く、コンピュータへの命令のかたまりです。
人間にも分かりやすく、コンピュータで実行する形に変換しやすいように考えられた、人工言語＝プログラム言語で書きます。

プログラミングを学ぶ目的
プログラミングを学ぶことで、コンピュータに複雑な手順を指示し、処理を実行させて、問題の解決に役立てることができるようになります。

本時の目的
この授業では、Monaca Education（モナカ エデュケーション）というツールを使います。このツールを使って、プログラムを作成し、動作させることができます。
今回は、Webサイトから読み込んで使えるサンプルプログラム「旅行先チャート（JavaScript版）」をもとに、プログラミングを学びます。
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, テキスト, アプリケーション

自動的に生成された説明]
プログラムがコンピュータを動作させること、プログラムを書き換えるとコンピュータの動作が変わること、正しいプログラムを書かないと思ったように動作しないことなどを学びましょう。

1. Monaca Education Webサイトにアクセスする	
最初に、Monaca Educationにログインします。Webブラウザ（ChromeまたはEdge、Safari）を起動して、次のURLにアクセスしてください。
	https://edu.monaca.io/


[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, テキスト, アプリケーション

自動的に生成された説明]
2. Monaca Educationにログインする　　
表示された画面の右上にある、「ログイン」ボタンをクリックします。Webブラウザの別のタブが開き、ログイン画面が表示されます。
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, テキスト

自動的に生成された説明]
入力モードを半角英数にしてから、ログイン画面に、事前に渡されたアカウントのID（メールアドレス）、パスワードを入力し、「ログイン」ボタンをクリックします。数字の１と小文字のl（エル）、大文字のI（アイ）など、形が似た文字を間違えないように注意しましょう。
　ログインに成功すると、画面の表示が次のように変わります。
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, アプリケーション

自動的に生成された説明]
この画面は「ダッシュボード」といいます。
この画面から、新しいプロジェクト（※プログラムを作るための単位）を作ることができます。
外部からプロジェクトを読み込んで、そのプロジェクトをもとにしてプログラミングすることもできます。プロジェクトの読み込みも、このダッシュボード画面から行えます。

ダッシュボード画面には、作成済み・読み込み済みのプロジェクトが一覧表示されます。プログラムを実行させたい・編集したいときは、ダッシュボードの一覧から編集したいプロジェクトを選んで、実行と編集ができる画面（IDE）に移動します。



3. 旅行先チャート（JavaScript版）プロジェクトを読み込む　　　
続いて、授業で使うプロジェクトを、Monaca EducationのWebサイトから読み込みます。
なお、プロジェクトを読み込むことを「インポート」と呼びます。
画面右上の「生徒」ボタンをクリックします。すると、メニューが表示されます。
表示されたメニューの一番上にある、「教材サポート」をクリックします。
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, アプリケーション
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すると、Webブラウザの新しいタブが開き、「教材サポート」ページが表示されます。
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, アプリケーション, Word
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そのページの中から、「APS（アプリプログラミングシート）テンプレートはこちら」ボタンを選択して、クリックします。

表示されたAPSサポートページの中から、「旅行先チャート（JavaScript版）」プロジェクトの行を見つけます。


行の右側にある「インポート」ボタンをクリックします。


すると、Webブラウザで新たに別のタブが開き、「インポート」を確認する画面が表示されます。
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, テキスト, アプリケーション
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インポートボタンをクリックして、先に進めます。
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, アプリケーション

自動的に生成された説明]
再びダッシュボード画面が表示されます。
ただし、今回は、「旅行先チャート（JavaScript版）」プロジェクトが読み込まれた状態になっています。
画面左のプロジェクト一覧で、読み込んだ「旅行先チャート（JavaScript版）」プロジェクトをクリックして、選択します（※プロジェクト名の背景が水色に変わります）。
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, アプリケーション
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画面中央・右の表示が、上の図のように切り替わるので、「クラウドIDEで開く」ボタンをクリックします。

4. プログラムの動作を試す　　
ダッシュボードから「クラウドIDEで開く」ボタンを使って開いた画面は、クラウドIDE（Integrated Development Environment:統合開発環境）といいます。
Webブラウザのポップアップウィンドウと、画面右のプレビューパネルを使って、旅行先チャート（JavaScript版）アプリを実行させてみましょう。
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, アプリケーション
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· ①プレビューパネル
画面の右端にある画面の部品が「プレビューパネル」です。プログラムを実行させている画面です。

· ②ポップアップウィンドウ
Webブラウザが表示する、小さなウィンドウです。ウィンドウには、質問の文章と、回答を入力するための入力欄、そして「OK」と「キャンセル」ボタンが表示されます。

· ③更新アイコン
プレビューパネルの右上にある、二つの矢印が円を描くように配置されたアイコンをクリックすると、最初から実行をやり直します。
プログラムを途中で止めて、最初から実行し直したい場合、更新アイコンをクリックします。
ただし、ポップアップウィンドウが表示されているときは、更新アイコンはクリックできません。ポップアップウィンドウの「キャンセル」ボタンをクリックしてプログラムの実行を止めた上で、更新アイコンをクリックします。

· ④プロジェクトパネル
画面左にプロジェクトパネルがあります。プロジェクトは、このプロジェクトパネルに含まれている様々なファイルで出来ています。
ファイルを選んでダブルクリックすると、次に紹介する画面中央の「エディタ」にファイルの中身が表示されます。

· ⑤エディタ
画面中央にあるのは、「エディタ」です。ファイルを編集するために使う画面です。エディタの上にあるファイル名の部分をクリックすると、編集するファイルを切り替えることができます。
エディタの上にあるファイル名の横に「★」が表示されていたら、そのファイルは編集中で、保存されていない状態です。IDE画面左上の「保存」ボタンをクリックすると保存できます。

質問に対する回答の値によって、結果が変わることを確認しよう①
質問に対する回答するを変えながら、旅行先チャート（JavaScript版）を繰り返し実行して、回答の値によって、２つ目の質問と最後の結果が変わることを確認しましょう。
[image: 図形

低い精度で自動的に生成された説明]
5. カスタマイズするプログラミングを行い、結果を試す　　
プログラムを編集して、「旅行先チャート（JavaScript版）」の動作を変えてみましょう。
ポップアップウィンドウに表示される、質問のメッセージを変更してみます。

※カスタマイズとは、自身の考えるような動作や表示をするように、完成しているプログラムを書き換えることです。

今回は、次の手順でファイルを編集・保存して、カスタマイズします。

【ファイルの編集】
1 フォルダjsにある、ファイルmain.jsをダブルクリックして、エディタで開く
2 13行目の「let q1 = "旅行先。興味があるのは、どんなところ？ 1：自然 2：文化財 3：食事"」という記述を見つける
3 記号＝の右にある、二重引用符（" "）で囲まれた中の文章を、変更してみる。
[image: テキスト
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変更前
	let q1 = "旅行先。興味があるのは、どんなところ？ 1:自然 2:文化財 3:食事";



変更の例（※変更の例の通りでなくてもよい）
	let q1 = "旅行の楽しみは何？ 1:自然 2:文化財 3:食事";


※二重引用符（" "）の間の値（文章の部分。プログラム言語の用語では、文字列と呼ぶ）のみ変更するようにしてください。letやq1の部分、記号=、行の最後の記号；を変更すると、プログラムの後の部分の動作に影響します。
誤って変更してしまった場合は、上の変更前の記述を参考にして、下に戻してから、改めて変更するとよいでしょう。

【編集結果を保存する】
編集した内容は、保存することで、プログラムの動作に反映されます。逆にいうと、保存しない間は、編集前の状態のプログラムが動作します。

次の手順で、ファイルを保存します。
1 ファイルを編集すると、ファイル名の横に「★」が表示される
2 「保存」ボタンをクリックして、保存
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, アプリケーション
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1 ファイルを編集すると、ファイル名の横に「★」が表示される
エディタの上に、ファイル名が表示されています。ファイルを編集すると、ファイル名の右横に小さく「★」のマークが表示されます。
2 「保存」ボタンをクリックして、保存する
Monaca Educationの画面の、プロジェクトパネルの上（※画面左上のMonacaアイコンの右）の保存アイコンをクリックします。
正しく保存されると、ファイル名の横に表示されていた「★」の表示が無くなります。
プレビューパネルが更新され、保存されたプログラムが最初から実行されます。

変数：名前付きの入れ物に、値を入れておく
先の「カスタマイズ」で変更したプログラムの行には、どのような意味があったのでしょうか？編集は、どのような効果をもたらしたのでしょうか？

【変数】
変数（へんすう）は、プログラムの中で使うことができる仕組みの一つで、名前付きの入れ物のように使えます。
この名前付きの入れ物＝変数に、プログラムの前の方で値を入れておき、後の方では変数の名前を使って値を利用するように、プログラムを作ることが出来ます。
なお、変数に値を入れる操作のことを、代入（だいにゅう）といいます。

この変数の仕組みを使うと、プログラムの中でいちいち値そのものを書く必要がなくなります（最初に値を使うときに、変数に値を入れておき、2回目以降は変数の名前を使うようにする）。

また、今回の「旅行先チャート」プログラムのように、表示するメッセージが多いプログラムの場合、メッセージどうしを近くに並べて変数に代入しておくことで、メッセージの間の関係を整えることができます。
次のプログラムの断片で確認してみましょう。
	let q1 = "旅行の楽しみは何？ 1:自然 2:文化財 3:食事";
let a1_1 = "素晴らしい自然を見に行こう";
let a1_2 = "興味深い文化財を見に行こう";
let a1_3 = "美味しいものを食べに行こう";


変数q1の中で、「1：自然 ２：文化財 ３：食事」としています。
これに合わせて、変数a1_1（※「１つ目の質問の回答の、選択肢１」という意味の名前です）に「自然を見に行こう」という値にし、
また変数a1_2（※「１つ目の質問の回答の、選択肢２」という意味の名前）には「文化財を見に行こう」という値にしました。
つまり、１つ目の質問とその選択肢と、回答それぞれの値が整合するように変数の値を決めています。近い行に並べることで、見通しやすくなっています。

6. プログラムをカスタマイズしよう
２つ目の質問に答えた時に表示する、旅行の行き先を提案するメッセージを、自分自身の「おすすめ」の旅行先に変更してみましょう。

変数の仕組みを使います。
それぞれの変数に代入する値を変えることで、プログラムの動作結果（表示内容）を変更することができます。

変更する内容を決める
プログラムを変更する前に、どのように変更するか考えて、決めましょう。

たとえば、２つ目の質問に対する答えが「２：中華」のときに、単に「中華料理を食べよう」ではなく、「中華街で中華料理を食べよう」としてみる、などです。

表の空欄を埋めてください。
	１つ目の質問の答え
	行き先（２つ目の質問の答え）
	「おすすめ」の旅行先

	１：自然
	１：山
	

	
	２：湖
	

	
	３：海
	

	
	O：その他
	

	２：文化財
	1：建築
	

	
	２：美術
	

	
	O：その他
	

	３：食事
	１：魚
	

	
	２：中華
	例：中華街で中華料理を食べよう



	
	O：その他
	



プログラムの中の、変更する場所を確認する
プログラムを変更する前に、プログラムのどの行・どの部分を書き換えればいいか、確認しましょう。
上の表で埋めた空欄（「おすすめ」の旅行先）の左に、変数名を付け足しました。
変数がどの行にあるか確認し、「おすすめ」の旅行先として変数に代入する値を書き込んでください。
	１つ目の質問の答え
	行き先（２つ目の質問の答え）
	変数名
	行番号
	「おすすめ」の旅行先に代入する文字列

	１：自然
	１：山
	a1_1_1
	
	

	
	２：湖
	a1_1_2
	
	

	
	３：海
	a1_1_3
	
	

	
	O：その他
	a1_1_o
	
	

	２：文化財
	1：建築
	a1_2_1
	
	

	
	２：美術
	a1_2_2
	
	

	
	O：その他
	a1_2_o
	
	

	３：食事
	１：魚
	a1_3_1
	
	

	
	２：中華
	a1_3_2
	
	

	
	O：その他
	a1_2_o
	
	



プログラムを変更して、実行する
上の表を見ながら、ファイルmain.jsのプログラムを変更して、ファイルを保存し、実行結果を確かめてみましょう。
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これで、あなたの「おすすめ」による「旅行先チャート」の完成です。


【オプション】わざと間違えてみよう
プログラムの中では、文字列（※文字の並びの値）を扱うとき、文字列を二重引用符（" "）で囲む必要があります。
	let q1 = "旅行の楽しみは何？ 1:自然 2:文化財 3:食事";


もし、このルールを破り、二重引用符で囲まない形にしたら、どうなるでしょうか？

次は、記号＝のすぐ後ろの「"」（二重引用符の始まり）を削除した例です。
	let q1 = 旅行の楽しみは何？ 1:自然 2:文化財 3:食事";


[image: ]

実際に、フォルダjsの中のファイルmain.jsの13行目について、二重引用符の始まりを削除して、保存すると、どうなるか確認してみましょう。

※なお、「わざと間違える」前に、正常に動作することを確認しておきましょう。プログラムの別の場所に、先に間違いがあった場合、以下の通りにはなりません。

文法エラー
文字列を二重引用符で囲まない状態にして、ファイルを保存すると、プレビューパネルには「デバッグ アシスタント」が表示されます。
[image: テキスト
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デバッグアシスタントには、「文法に間違いがあるようです」から始まる、一連の説明が表示されます。
「不正もしくは予期しない記号が混ざり込んでいるようです
　main.jsファイルの13行目付近を確認してください」

変数q1に代入しようとしている文字列は「旅行」の「旅」で始まっています。
わざと間違える編集をした結果、記号＝のすぐ後ろに、「旅」という文字が来ているのですが、これが「不正もしくは予期しない記号」です。
	let q1 = 旅行の楽しみは何？ 1:自然 2:文化財 3:食事";


プログラム言語JavaScriptは、記号=のすぐ後ろに、"（二重引用符）が来ることは予期しているのですが、「旅」は予期していないのです。





振り返りとまとめ
プログラムとは、プログラミング言語の文法に従って書く、コンピュータへの命令のかたまりです。人間にも分かりやすく、コンピュータで実行する形に変換しやすいように考えられた人工言語＝プログラム言語で書きます。
プログラムを書くためには、エディタを使います。
プログラムを実行するためには、実行する環境が必要です。
今回の授業で使用したMonaca Educationというツールは、エディタや実行環境を含むツールです。
　
作成したプログラムに、プログラム言語の文法に従わない部分があると、文法エラーとなり、プログラムは正常に動作しません。

次回ヒント：フローチャート
[image: 図形 が含まれている画像

自動的に生成された説明]入力をうながすメッセージを表示して、入力を得ます。
JavaScriptの関数prompt()が使われています。
ユーザーが画面で入力すると、入力された値は変数a1に代入されます。
質問を画面に表示します。実際には、一連の実行が終わったあとに、Webブラウザが画面に表示します。画面をいつ更新するか（書き換えるか）は、Webブラウザが決めているためです。

「変数a1の値が"1"ならば」この処理、そうでなければ…というふうに、条件によって動作を変えるプログラムの構造を、条件分岐構造と言います。

ユーザーが入力した値と、その答えに対応するメッセージを表示します。これも、実際には一連の実行が終わった後に、Webブラウザが画面に表示します。

２つ目の質問をして、入力をうながします。
ユーザーが画面で入力すると、入力された値は変数a2に代入されます。



条件分岐が二重になっている構造
旅行先チャートプログラムでは、2回質問に答えると、おすすめの旅行先が表示されます。
これは、条件分岐を二重にすることで実現しています。
[image: ダイアグラム が含まれている画像

自動的に生成された説明]
１つ目の条件分岐で、１つ目の質問への回答ごとに処理を分けます。
処理が分かれた先で、さらに条件分岐をさせることで、２つ目の質問への答えごとに、処理を分けます。
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